


福島県 猪苗代町

• 人口：１３，１２９人
•世帯： ５，３３３世帯 ※令和５年１月末現在

人口・世帯

• 観光
•農業（主に米、蕎麦が盛ん）産 業

・北に磐梯山、南に猪苗代湖を有する。
・町内に活火山（磐梯山・安達太良山・吾妻山）を３つ抱える珍しい自治体
・町の木：ナナカマド、町の花：サギソウ、町の鳥：ハクチョウ
・隣接市町村：福島市、二本松市、郡山市、会津若松市、磐梯町、北塩原村、山形県米沢市

磐梯山



福島県 猪苗代町
磐梯山春 夏

秋 冬

福島県猪苗代町



猪苗代町内に出没する主な有害鳥獣の種類

ニホンザル イノシシ カワウ

ハクビシン ニホンジカ ツキノワグマ



被害金額・面積推移
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有害捕獲・個体数調整
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人 材 育 成

本サミットのテーマ



自己紹介

【氏 名】 飯田 優貴 （いいだ ゆうき）
【生年月日】 昭和５９年４月１日生 （３８歳）
【出 身】 埼玉県桶川市
【趣 味】 和太鼓 ・ ドラム

【主な経歴】
・平成１８年 東京環境工科専門学校 自然環境保全学科 卒業
・平成１９年～ 新ふくしま農業協同組合（現：ふくしま未来農業協同組合）にて

ニホンザル対策の専門員として勤務（臨時職員）
・平成２２年～ 猪苗代町役場農林課にて鳥獣被害対策専門職員として勤務（臨時職員）
・平成２３年～ 猪苗代町役場農林課臨時職員から嘱託員となる
・平成２８年～ 猪苗代町役場農林課嘱託員から正職員となる

～ 現在に至る



鳥獣被害対策専門職員って
どうゆう人なのか？

そもそも・・・



専門職員とは

★ 農林水産省
農作物野生鳥獣害対策アドバイザー

★ 環境省
鳥獣保護管理プランナー
鳥獣保護管理捕獲コーディネーター
鳥獣保護管理調査コーディネーター

★ 環境省・農林水産省・林野庁が主催する研修を受講し
鳥獣行政の３年以上の実務経験者

★ 大学または大学院において鳥獣保護管理に関する学位を
有する者



専門職員とは

★ 鳥獣管理技術協会
鳥獣管理士

鳥獣保護管理に係る知識と技術を学習できるプログラム
日本で唯一の資格制度

・専門学校等で鳥獣保護管理に関する課程等を卒業または
修了している者
・鳥獣保護管理の研究を専門的に実施している研究者
・各地域で講義、講演を多数実施し鳥獣保護管理に係る
指導の経験が豊富な者
・国や都道府県等の検討会委員を委嘱されている者

資格がなくても



研究

機関

自治体

民間

企業等

地域
住民

都道府県職員として広域的に支援
市町村職員として最前線で支援

野生鳥獣の生態の研究
被害発生のメカニズム等の研究
対策技術の研究
地域住民への助言 等

生息状況調査や被害調査
研究機関との対策技術開発
行政への専門的な助言・指導
地域住民への助言 等

専門職員の活躍の場

人 材 育 成
～自治体（県・市町村）および地域住民～



市町村の専門職員って
どうゆう仕事ができる人？

では！



最前線で鳥獣被害対策と向き合う
すべての関係者を繋ぎ

被害対策の歯車を滑らかに動かす

コーディネーター



環境管理
（集落内の環境管理）

被害防除対策
（追い払いや柵の設置）

捕獲
（有害捕獲など）

３本柱の総合対策 （対策の基本的な考え方）

さらには被害を発生させる相手を知ることも必要
【モニタリング調査】



モニタリング調査 ☆専門知識を駆使する



ビーコンタイプ発信器

ＧＰＳ発信器

動物行動調査用テレメトリー発信器

テレメトリー調査
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群れ名
発信器個体情報（装着時）

装着日 備考 頭数
雌雄 体重 年齢

1 大倉川群 ♀ 11.8kg 10歳 2019.11.15 冬になると蒲谷地区付近に出没 125

2 高森山群 ♀ 10.2 7歳 2020.07.02 中ノ沢区や達沢区に出没 13

3 大島原群
♀ 10.0kg 12歳 2019.12.23

まれに金堀区や市沢区に出没 65
♀ 10.7ｋｇ 8歳 2020.12.07

4 吾妻群 ♀ 8.3kg 10歳 2021.03.27 秋になると大原区付近に出没 60～70

5 吾妻２群 ♀ - 10歳 2021.04.07 33

6 若宮Ａ群
♀ 9.2kg 5歳 2020.10.29

分裂後 群れ規模は縮小傾向 64
♀ 9.0kg 12歳 2022.03.30

7 若宮Ｂ群 ♀ 9.5kg 8歳 2019.12.16 2019.08に若宮Ａ群から分裂 44

8 若宮２群 ♀ 9.5kg 8歳 2020.02.17 国道115号沿い（吾妻地区）に出没 60～70

9 若宮３群 ♀ 8.5kg 6歳 2019.12.23 名家区付近に年間通して出没 39

10 酸川群 ♀ 11.8kg 11歳 2020.02.18 小野川群（北塩原村）と同群れ 63

11 川上群 まれに川上区に出没 70～80

12 秋元群 川上区～中津川渓谷に生息 10～20

13 長瀬群 ♀ 12.7kg 11歳 2018.08.07 人馴れレベルが高い 人との距離が近い 24

ニホンザル モニタリング調査状況



猪苗代町ニホンザル保護管理事業実施計画

・群れの状況を可視化
・常に監視することにより群れの性格を把握し地域へ情報発信
・町独自の評価表に照らし合わせ個体数調整率を決定



被害対策 ☆地域住民との連携



被害対策フロー

農林課へ
報告

被害
発生

被害者等
の案内で
確認

現地
調査

状況を確
認し最善
の対策を
提案

対策
立案

住民主体

役場支援

対策
実行

対策に効
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場合捕獲

捕獲

ここが重要！！



住民からの出没・被害報告

被害対策

これは誰の仕業！？

ニホンザル



住民からの出没・被害報告

被害対策

これは誰の仕業！？

ツキノワグマ



被害対策

住民からの出没・被害報告

これは誰の仕業！？

イノシシ



被害対策フロー

農林課へ
報告

被害
発生

被害者等
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・いかに被害現場に急行できるか
・すべての報告に対応できるか
・正確な加害獣種の特定、対策の立案ができるか 住民からの信頼

ここが重要！！



地図上で集落環境診断

有害鳥獣の生態・行動や
効果のある被害対策の研修

集落研修会



・白津区は猪苗代町南部に位置し、水源豊かで自然があふれている
・世帯数は５３帯で集落直営の農作物直売所も備え、活気のある集落である

集落主体による対策の成功事例

猪苗代町白津区



集落主体による対策の成功事例

猪苗代町白津区



隊長

副隊長

隊員
区長

役員

役場農林課
専門職員

支援

密な連携
いつも同じ顔触れ

・ニホンザルの巡回
・電気柵の設置・管理
・集落付近の痕跡調査
・集落への普及啓発

鳥獣害対策係の設立

研修会の実施

集落主体による対策の成功事例

電気柵の設置
追い払い体制の構築・集落内の環境整備

猪苗代町白津区



集落主体による対策の成功事例

猪苗代町白津区



集落主体による対策の成功事例

猪苗代町白津区

平成２６年の電気柵設置後
被害はゼロに

令和３年春に
大きな畦畔被害が発生



集落主体による対策の成功事例

電気柵をワイヤーメッシュ柵へバージョンアップ

設置方法の事前相談
補助事業の紹介
設置方法（技術的）・メンテナンスの指導
設置後のアフターケア



侵入防止柵

集落ぐるみの長距離ワイヤーメッシュ柵



有害捕獲・個体数調整 ☆有害鳥獣駆除隊との連携



有害捕獲・個体数調整

町の捕獲業務を担っているのは・・・

有害鳥獣駆除隊
・福島県猟友会猪苗代支部長が推薦する者が駆除員となり隊を編成
・令和４年度は１８名に委嘱
・有害捕獲（ツキノワグマ、ハクビシン、カラス等）
・個体数調整捕獲（ニホンザル、イノシシ、ニホンジカ、カワウ）
・箱わな、くくりわなの設置や緊急的な銃捕獲にも従事

課題も

・平均年齢６４歳（後継者不足）
・若手隊員もいるが仕事があるため緊急的な出動に参加できない

課題に対し
専門職員がバックアップ
・散弾銃および空気銃所持者２名
・ニホンザルの捕獲については専門職員がメインで実施
（モニタリング調査に基づいた計画的な捕獲）

さらにはＩＣＴを駆使した捕獲も⇒



有害捕獲・個体数調整

オリワナシステム （株）フォレストシー

電波到達距離 最大２００ｋｍ（高出力遠距離通信 GEO-WAVE）
携帯回線ではないので通信料が無料
導入前やアフターサービスの充実

※（株）フォレストシーHPより



有害捕獲・個体数調整

ログイン画面 機器管理画面

親機（猪苗代町役場）

中継器（赤埴山）

■親機 × １台

○子機 ×３１台

◎中継器 × １台



有害捕獲・個体数調整

捕獲頭数の増加

・見回りの省力化

・オリ設置台数を増加

・見回りづらい場所に
オリを設置
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麻酔銃・麻酔薬の使用

★ ニホンザル等の生息状況・追跡調査

★ くくりわなによる錯誤捕獲

★ ツキノワグマ等の大型獣の市街地迷入



麻酔銃・麻酔薬の使用

くくりわなによる錯誤捕獲

ツキノワグマ ニホンカモシカ



麻酔銃・麻酔薬の使用

住宅街を徘徊

（写真提供：喜多方市役所）

ツキノワグマの市街地迷入
（福島県喜多方市：令和３年７月８日）



麻酔銃・麻酔薬の使用

（引用：福島テレビ）到着から約２時間後
不動化に成功し捕獲



麻酔銃・麻酔薬の使用

Ｈ２９ カモシカ錯誤捕獲

Ｈ３０ クマ市街地迷入

Ｈ３０ クマ錯誤捕獲

Ｈ３０ サル市街地迷入

Ｈ３０・Ｒ１ クマ錯誤捕獲

Ｒ２ クマ市街地迷入

Ｒ２ クマ錯誤捕獲

野生動物保護管理事業業務委託

県内全域における野生動物の市街地出没や錯誤捕獲について
不動化が可能な場合出動する

Ｒ３ クマ市街地迷入

Ｒ４ クマ市街地迷入



農作物被害の減少
ニホンザル対策では、詳細なモニタリング調査を行うことにより、群れ管理が可能と
なったことから、住民主体の効果的な対策を実施することにより、農作物被害は年々減
少傾向にある。
（約１７０万円（平成１９年）→約４８万円（令和２年））

ツキノワグマ対策では、適正な電気柵設置の普及指導や、緩衝帯整備の実施により、
農作物被害は減少傾向にある。
（約２００万円（平成１９年）→約１４万円（令和２年））

集落ぐるみで行う対策の波及
白津区では、専門職員との密な連携を行い、住民主体で対策に取り組み、集落での
生活環境被害及び農作物被害はほぼ見られなくなった。

さらに周辺集落へ白津集落の取り組みが波及し、集落独自の対策組織を設立し、対
策に取り組む集落が増加している。

専門職員配置後の成果



平成２７年度農林水産省鳥獣被害対策優良活動表彰
（農村振興局長賞 受賞）



都道府県における専門職員の配置状況
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都道府県における専門職員数の推移（環境省調べ）

常勤職員 非常勤職員

専門的知見を有する職員を配置している都道府県数 ３７都道府県

１都道府県当たりの専門的知見を有する職員の平均数 ３．７人

１都道府県あたり
３～４人



都道府県における専門職員の配置状況

市町村における専門職員配置数はさらに少ない！

資料：環境省

専門的知見を有する職員を５人以上
配置している都道府県



県内５９市町村へアンケートを実施

Ｑ：専門職員の配置は必要か？
Ａ：専門職員の配置は、県全体の約７２％が必要と回答

Ｑ：専門職員に期待する業務は？
Ａ：「被害状況の把握」「技術的支援」「被害防止計画の立案」の順に期待されている
各市町村の担当者は、専門性の高い業務の実施が難しい状況

Ｑ：専門職員を配置しない理由は？
Ａ：「財政的に困難」と「人材の確保が困難」が約８０％を占めている

県内の多くの市町村が専門職員を必要と
考えている！！

鳥獣被害対策専門員に関する調査結果 （福島県：平成２８年度）



県と市町村の連携

※ 福島県環境保全農業課資料



鳥獣被害対策市町村専門職員の配置状況

令和２年度野生鳥獣による農作物被害金額
県内合計 約１億９，８３９万円

配置済市町村
県事業活用市町村

会津：約8,224万円 中通り：約1億1,166万円浜通り：約449万円

鳥獣被害対策市町村専門職員とは？
→ 野生鳥獣に関する専門的な知識を有し、市町村等に
おいて鳥獣被害対策の中心的な役割を担う職員

市町村専門職員を中心とした効果的な農作物被害防止体制の構築

＜地方別内訳＞

地域 市町村名 人数

県北 福島市 １名

県中 田村市 2名

白河市 １名

矢祭町 １名

喜多方市 ２名

磐梯町 １名

北塩原村 １名

西会津町 １名

柳津町 １名

只見町 １名

南会津町 １名

相双 浪江町 ２名

１５名

※県事業活用による人数

県南

会津

合計

南会津

※ 福島県環境保全農業課資料



会津北部地域鳥獣害防止広域対策協議会 ☆近隣市町村との連携

専門員１名
地域おこし協力隊１名

専門員
１名

正職員１名
町会計年度任用職員１名

地域おこし協力隊
２名

正職員１名
地域おこし協力隊２名

町会計年度任用職員１名
地域おこし協力隊１名





国・県

市町村

民間

企業等

地域
住民

鳥獣被害防止総合対策交付金
多面的機能支払交付金など
市町村への助言・指導

財政的な支援

密な連携

信頼

住民ニーズの的確な把握
鳥獣出没への迅速な対応
対策や捕獲の実施

専門職員の配置

技術的な支援

対策・捕獲資材の紹介、指導
生息状況調査や被害調査
行政への専門的な助言・指導
地域住民への助言

助言・指導

助言・指導

市町村の役割

事業受委託



ご清聴ありがとう
ございました
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